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竣
工
式
終
了
後
、
建
築
主
を
代

表
し
松
浦
満
晴
組
合
長
か
ら
「
こ

の
本
部
会
館
は
、
昭
和
39
年
か

ら
〝
組
合
員
の
団
結
の
象
徴
〞
と

し
て
長
き
に
わ
た
り
組
合
活
動
を

増
や
し
、
後
世
に
伝
え
・
残
す
、

と
い
っ
た
私
た
ち
の
想
い
と
活
動

を
、
今
後
50
年
、
１
０
０
年
と
、

未
来
を
紡
ぐ
た
め
の
新
た
な
拠
点

と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
工
事

支
え
て
き
た
。
今
回
の
改
修
工
事

に
よ
っ
て
、
展
示
室
や
図
書
資
料

室
な
ど
新
た
に
開
け
た
機
能
を
備

え
る
こ
と
で
、
海
上
の
仕
事
を
知

っ
て
も
ら
い
、
船
員
の
担
い
手
を

に
携
わ
っ
た
全
て
の
皆
さ
ま
の
情

熱
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
感
謝
申
し

上
げ
る
」と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
有
限
会
社
野
沢
正
光
建

築
工
房
の
石
黒
健
太
代
表
取
締
役

か
ら
は
「
平
成
29
年
開
催
の
大
髙

正
人
氏
に
関
す
る
文
化
庁
主
催
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
際
に
こ
の
建
物

の
在
り
方
に
つ
い
て
ご
相
談
を
い

た
だ
き
、
歴
史
あ
る
建
物
の
継
承

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
た

こ
と
を
、
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て

い
る
。
令
和
４
年
12
月
の
着
工
直

前
に
、
こ
の
度
の
改
修
工
事
の
設

計
を
行
っ
た
当
社
の
故
野
沢
正
光

は
『
僕
が
海
員
組
合
の
皆
さ
ん
か

ら
一
番
に
学
ん
だ
こ
と
、
そ
れ
は

建
物
を
所
有
す
る
組
織
が
持
つ
歴

史
に
裏
付
け
さ
れ
た
社
会
的
な
自

負
・
自
信
が
建
築
物
と
同
調
し
、

〝
必
要
で
あ
る
〞
と
つ
な
が
っ
て

い
な
け
れ
ば
建
物
は
残
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
』と
語
っ
て
い
た
。

歴
史
的
な
建
物
が
残
り
、
使
い
続

け
る
と
い
う
そ
の
過
程
を
経
験
で

き
た
こ
と
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て

本
当
に
貴
重
な
７
年
間
と
な
っ

た
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　
最
後
に
、
株
式
会
社
竹
中
工
務

店
の
佐
藤
恭
輔
専
務
執
行
役
員
か

ら
「
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標

は
、
建
物
の
機
能
性
・
快
適
性
・

省
エ
ネ
性
は
現
行
水
準
に
引
き
上

げ
つ
つ
、
60
年
前
よ
り
受
け
継
が

れ
て
き
た
近
代
化
建
築
の
保
存
と

継
承
を
行
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
施

工
会
社
と
し
て
、
今
後
の
維
持
・

保
全
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
対
応

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い

し
た
。
お
よ
そ
１
年
８
カ
月
の
工

期
を
経
て
、
建
物
の
躯
体
修
繕
・

耐
震
補
強
・
内
装
と
い
っ
た
「
本

体
工
事
」
が
完
了
し
、
こ
の
度
の

竣
工
式
を
迎
え
た
。
そ
し
て
翌
日

の
令
和
６
年
９
月
13
日
に
、
施
工

会
社
の
株
式
会
社
竹
中
工
務
店
よ

り
引
き
渡
し
を
受
け
た
。

　
そ
の
後
は
家
具
搬
入
・
設
置
や

設
備
工
事
な
ど
の
仕
上
げ
工
事
に

着
手
し
て
お
り
、
全
工
程
の
完
了

は
令
和
６
年
11
月
末
を
見
込
ん
で

い
る
。

　
令
和
６
年
12
月
13
日
か
ら
15
日

に
か
け
て
、
現
在
仮
移
転
し
て
い

る
、
海
員
福
祉
研
修
会
館
（
ホ
テ

ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
コ
ー
ト
東
京
・
東

京
都
中
央
区
晴
海
）
か
ら
の
引
っ

越
し
を
行
い
、
12
月
16
日
よ
り
新

た
な
本
部
会
館
に
て
本
部
の
業
務

を
再
開
す
る
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
12
月
７
日
・

８
日
に
は
建
築
業
界
向
け
の
竣
工

セ
レ
モ
ニ
ー
お
よ
び
内
覧
会
、
12

月
10
日
・
11
日
に
は
海
運
・
水
産

業
界
向
け
の
竣
工
セ
レ
モ
ニ
ー
お

よ
び
内
覧
会
の
開
催
を
予
定
し
て

い
る
。

　
東
京
都
港
区
六
本
木
に
あ
る
海
員
組
合
の
本
部
会
館
に
つ
い
て
、令
和
６
年
９
月
12
日
15
時
30
分
か
ら
竣
工
式
を
執
り
行
っ
た
。

神
事
に
は
、
建
築
主
を
代
表
し
松
浦
満
晴
組
合
長
、
田
中
伸
一
組
合
長
代
行
、
鈴
木
順
三
組
合
長
代
行
を
は
じ
め
中
央
執
行
委
員

お
よ
び
組
合
執
行
部
員
、
設
計
・
監
理
会
社
で
あ
る
有
限
会
社
野
沢
正
光
建
築
工
房
（
石
黒
健
太
代
表
取
締
役
等
）、
施
工
会
社

で
あ
る
株
式
会
社
竹
中
工
務
店
（
佐
藤
恭
輔
専
務
執
行
役
員
等
）、
計
40
人
が
参
列
し
た
。

組
合
員
の
団
結
の
象
徴
・
本
部
会
館「
本
体
工
事
」竣
工

組
合
員
の
団
結
の
象
徴
・
本
部
会
館「
本
体
工
事
」竣
工

改修工事の完了を祝して記念撮影

神事・松浦満晴組合長神事・松浦満晴組合長神事・松浦満晴組合長 神事のようす神事のようす神事のようす

改修を終えた組合本部会館改修を終えた組合本部会館改修を終えた組合本部会館

サンクンガーデンサンクンガーデンサンクンガーデン

さ
つ
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
竣
工
に
向
け
て
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
関
係
者
一

同
、
そ
の
過
程
を
振
り
返
り
、
共

に
完
成
を
祝
っ
た
。

建
物
の
修
繕
・

耐
震
補
強・内
装
な
ど

大
規
模
改
修
工
事
が
完
了

　
組
合
の
本
部
会
館
は
昭
和
39
年

に
、
戦
後
の
建
築
界
を
牽
引
し
た

建
築
家
・
大
髙
正
人
氏
の
設
計
に

よ
り
建
設
さ
れ
、
築
60
年
近
く
経

過
し
た
の
ち
、
令
和
５
年
１
月
10

日
よ
り
大
規
模
改
修
工
事
に
着
工

海員組合本部会館ビル海員組合本部会館ビル竣工式竣工式
１２月１６日から本部会館で業務再開
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一
日
海
員
学
校
・開
校
式

　
午
前
９
時
に
開
校
式
が
始
ま

り
、
田
中
伸
一
組
合
長
代
行
か
ら

「
今
日
一
日
、
船
や
海
の
こ
と
を

楽
し
く
勉
強
し
て
、
将
来
は
船
員

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
主
催
者
代

表
あ
い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
た
後
、

別
府
港
へ
出
港

れ
い
め
い
丸
に
乗
船

　
開
校
式
が
終
わ
る
と
全
員
が

「
れ
い
め
い
丸
」
に
乗
船
し
、
子
ど

も
た
ち
は
数
班
に
分
か
れ
、
出
港

ス
タ
ン
バ
イ
中
の
機
関
室
を
見
学
。

乗
組
員
か
ら
機
器
や
エ
ン
ジ
ン
の

活
か
し
、
ク
イ
ズ
に
回
答
し
た
。

中
に
は
難
問
に
正
解
す
る
班
が
あ

り
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　
八
幡
浜
港
に
到
着
し
、
多
く
の

保
護
者
が
出
迎
え
る
中
、
旅
客
タ

ー
ミ
ナ
ル
１
階
で
、
閉
校
式
を
行

っ
た
。
閉
校
式
で
は
、
除
補
修
中

・
四
国
地
方
支
部
長
と
八
幡
浜
市

立
神
山
小
学
校
の
松
上
礼
記
教
頭

先
生
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
無
事

に
終
了
し
た
。

体
験
乗
船
の
感
想
ア
ン
ケ
ー
ト

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
▽
船
で
入

っ
た
こ
と
の
な
い
場
所
を
見
学
で

き
た
の
で
、
と
て
も
良
い
思
い
出

に
な
っ
た
▽
航
海
士
の
仕
事
に
ひ

と
め
ぼ
れ
し
、
こ
の
よ
う
な
職
業

に
就
き
た
い
と
思
っ
た
▽
船
員
さ

ん
た
ち
は
海
で
危
険
な
こ
と
も
あ

る
こ
の
仕
事
に
誇
り
を
も
っ
て
い

て
す
ご
く
か
っ
こ
よ
か
っ
た
▽
機

関
室
は
と
て
も
暑
く
て
大
き
な
音

松
岡
正
幸
宇
和
島
運
輸
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
と
大
城
一
郎
八

幡
浜
市
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
述
べ

ら
れ
た
。
続
い
て
、
本
組
合
政
治

参
与
の
菅
森
実
愛
媛
県
議
会
議

員
、
そ
の
ほ
か
の
来
賓
が
紹
介
さ

れ
た
。

仕
組
み
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。
大

き
な
機
関
室
で
、
乗
組
員
か
ら
説

明
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は

「
エ
ン
ジ
ン
が
思
っ
た
以
上
に
大
き

く
て
び
っ
く
り
し
た
」
な
ど
の
声

が
上
が
り
、
初
め
て
入
っ
た
機
関

室
に
驚
き
を
見
せ
て
い
た
。

　
機
関
室
見
学
が
終
わ
る
と
「
れ

い
め
い
丸
」
は
大
分
県
の
別
府
港

へ
向
け
出
港
し
た
。
航
海
中
の
船

内
で
は
、
操
舵
室
見
学
や
船
内
探

検
の
ほ
か
、
船
と
船
員
に
つ
い
て

の
勉
強
会
が
行
わ
れ
た
。

　
船
と
船
員
に
つ
い
て
の
勉
強
会

で
は
、
宇
和
島
運
輸
の
清
家
勉
職

場
委
員
と
村
上
大
基
愛
媛
支
部
執

行
部
員
が
、
船
の
役
割
や
船
員
の

仕
事
に
つ
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
を
使
っ
て
講
義
し
た
。

大
分
県
・別
府
港
到
着

う
み
た
ま
ご
を
見
学

　
別
府
港
に
到
着
す
る
と
大
分
マ

リ
ー
ン
パ
レ
ス
水
族
館
「
う
み
た

ま
ご
」
に
移
動
し
、
班
ご
と
に
施

設
内
を
見
学
し
た
。
大
き
な
水
槽

の
中
を
泳
ぐ
さ
ま
ざ
ま
な
魚
や
イ

ル
カ
シ
ョ
ー
な
ど
を
楽
し
ん
だ
ほ

か
、
見
学
途
中
に
は
、
海
の
生
物

の
勉
強
会
が
行
わ
れ
、
水
族
館
ス

タ
ッ
フ
か
ら
魚
の
習
性
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
子
ど
も
た
ち

は
普
段
知
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ

た
こ
と
を
楽
し
く
学
ん
だ
。

八
幡
浜
港
へ
帰
港

あ
か
つ
き
丸
に
乗
船

　
別
府
港
か
ら
の
復
路
は
「
あ
か

つ
き
丸
」
に
乗
船
し
「
班
☆
対
抗

‼ 
船
の
検
定
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
」

が
行
わ
れ
、
船
な
ど
に
関
す
る
４

択
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
た
。
一
問
一

問
、
班
の
仲
間
と
話
し
合
い
、
船

と
船
員
さ
ん
に
関
す
る
勉
強
会
な

ど
、
今
日
一
日
で
学
ん
だ
こ
と
を

　
８
月
22
日
、
愛
媛
県
八
幡
浜
港
で
、
本
組
合
主
催
の
体
験
乗
船
「
一
日
海
員
学
校
」
を
開
催

し
、
愛
媛
県
八
幡
浜
市
在
住
の
小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童
１
０
０
人
が
参
加
し

た
。
こ
の
体
験
乗
船
は
、
宇
和
島
運
輸
株
式
会
社
の
フ
ェ
リ
ー
「
れ
い
め
い
丸
」
と
「
あ
か
つ

き
丸
」
で
、
八
幡
浜
港
と
大
分
県
の
別
府
港
を
往
復
し
て
学
習
す
る
も
の
。
操
舵
室
や
機
関
室

の
見
学
の
ほ
か
、
船
と
船
員
、
海
の
生
物
の
勉
強
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

船
や
海
を
楽
し
く
勉
強
し
て
、将
来
は
船
員
に

船
や
海
を
楽
し
く
勉
強
し
て
、将
来
は
船
員
に

れいめい丸・あかつき丸に乗船し、小学生が体験航海れいめい丸・あかつき丸に乗船し、小学生が体験航海

田中伸一組合長代行

大城一郎・八幡浜市長坂本吉輝船長

松岡正幸・宇和島運輸代表取締役社長

うみたまご見学うみたまご見学うみたまご見学

機関室見学機関室見学機関室見学

操舵室見学操舵室見学操舵室見学

あかつき丸あかつき丸あかつき丸

体験乗船「体験乗船「一日海員学校一日海員学校」開催」開催

が
し
て
い
た
▽
船
の
エ
ン
ジ
ン
や

い
ろ
ん
な
機
械
を
見
て
、
説
明
を

聞
け
た
こ
と
が
良
か
っ
た
▽
船
の

中
の
電
気
は
船
で
作
っ
て
い
る
こ

と
を
知
っ
た
。
海
水
を
真
水
に
変

え
る
機
械
が
す
ご
か
っ
た
▽
船
の

仕
事
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
ど
れ

だ
け
真
剣
に
私
た
ち
を
安
全
に
乗

せ
て
く
れ
て
い
る
の
か
が
わ
か
っ

た
▽
船
は
た
く
さ
ん
の
人
と
機
械

で
動
い
て
い
る
と
知
っ
た
▽
前
よ

り
も
海
や
船
の
こ
と
が
大
好
き
に

な
っ
た
。
船
員
の
仕
事
に
つ
い
て

詳
し
く
知
っ
た
の
で
、
大
人
に
な

っ
て
職
業
を
決
め
る
と
き
の
参
考

に
し
た
い
▽
海
に
関
係
の
あ
る
仕

事
に
就
き
た
い
▽
ク
イ
ズ
大
会
は

難
し
か
っ
た
け
ど
船
に
つ
い
て
勉

強
に
な
っ
た
―
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
、「
一
日
海
員
学
校
」
が

夏
休
み
の
貴
重
な
思
い
出
と
な
っ

た
よ
う
す
だ
っ
た
。

八幡浜港・出港八幡浜港・出港八幡浜港・出港
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初
日
の
午
前
10
時
、
日
本
丸
メ

モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
研
修
施
設
（
訓

練
セ
ン
タ
ー
）
に
集
合
し
た
子
ど

も
た
ち
に
、
練
習
船
で
着
用
す
る

作
業
着
と
帽
子
が
手
渡
さ
れ
た
。

袖
を
通
し
た
子
ど
も
た
ち
に
、
笑

顔
が
あ
ふ
れ
た
。

　
開
講
式
で
は
、
日
本
丸
の
村
田

信
船
長
と
主
催
者
代
表
と
し
て
髙

宮
成
昭
関
東
地
方
支
部
長
が
あ
い

さ
つ
し
た
後
、
指
導
員
と
な
る
日

本
丸
職
員
や
展
帆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
い
た
だ
い
た
看
護
師

さ
ん
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

　
開
講
式
と
帆
船
日
本
丸
を
紹
介

す
る
ビ
デ
オ
視
聴
に
続
き
、
関
東

地
方
支
部
の
中
山
航
志
在
専
従
籍

執
行
部
員
と
安
蔵
巧
在
籍
専
従
執

行
部
員
が
船
と
船
員
に
つ
い
て
の

講
義
を
行
っ
た
。

　
講
義
で
は
、
船
の
種
類
や
航
海

士
と
機
関
士
の
仕
事
に
つ
い
て
紹

者
を
追
う
よ
う
に
次
々
と
前
進

し
、
先
端
に
着
く
と
カ
メ
ラ
に
向

か
っ
て
笑
顔
で
ピ
ー
ス
の
ポ
ー
ズ

を
決
め
た
。
ま
た
、
併
設
す
る
帆

船
日
本
丸
・
横
浜
み
な
と
博
物
館

で
は
、
船
と
横
浜
港
の
歴
史
に
つ

い
て
学
ん
だ
。

　
夕
刻
、
自
分
た
ち
が
寝
泊
ま
り

す
る
居
室
に
お
い
て
、
一
人
で
は

持
て
余
す
毛
布
と
シ
ー
ツ
を
協
力

し
て
折
り
畳
み
、
敷
き
布
団
と
掛

け
布
団
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
ボ
ン

ク
メ
イ
ク
を
行
っ
た
。

　
続
い
て
、
船
内
で
の
火
災
発
生

を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
行
っ
た

後
、
疲
れ
た
体
に
染
み
る
カ
レ
ー

を
頬
張
っ
た
。
夕
食
後
は
日
本
丸

周
辺
を
散
策
し
横
浜
港
の
夜
景
を

堪
能
し
た
。

　
２
日
目
は
朝
６
時
30
分
に
日
本

介
し
、
子
ど
も
た
ち
が
積
極
的
に

講
義
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う

ク
イ
ズ
を
交
え
た
り
、
ア
ニ
メ
に

例
え
る
な
ど
、
子
ど
も
目
線
の
内

容
と
し
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
質

問
を
通
し
て
船
と
船
員
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
っ
た
。

　
午
後
の
部
は
、
日
本
丸
の
船
内

見
学
か
ら
始
ま
り
、
大
き
な
マ
ス

ト
を
見
て
歓
声
を
上
げ
た
り
、
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
目
を
輝
か
せ
、

自
分
た
ち
の
身
長
よ
り
大
き
な
舵

輪
を
回
そ
う
と
し
が
み
つ
い
た

り
、
終
始
満
面
の
笑
み
で
日
本
丸

内
を
巡
っ
た
。

　
バ
ウ
ス
プ
リ
ッ
ト
（
日
本
丸
の

前
方
に
突
き
出
し
た
マ
ス
ト
）
渡

り
体
験
で
は
、
最
初
の
一
歩
が
な

か
な
か
踏
み
出
せ
な
か
っ
た
が
、

一
人
、
二
人
と
進
み
出
す
と
前
の

丸
甲
板
上
に
集
合
し
、
練
習
船
体

操
を
行
い
、
体
を
ほ
ぐ
す
と
ヤ
シ

の
実
を
使
っ
た
甲
板
磨
き
（
タ
ン

ツ
ー
ン
）
が
行
わ
れ
た
。
最
初
は

眠
そ
う
に
、
小
さ
な
掛
け
声
と
共

に
磨
い
て
い
た
が
、
す
ぐ
に
乗
組

員
ス
タ
ッ
フ
の
気
合
の
入
っ
た
掛

け
声
に
合
わ
せ
、
ど
ん
ど
ん
声
も

大
き
く
な
り
、
最
後
は
叫
ぶ
よ
う

に
し
て
元
気
い
っ
ぱ
い
に
甲
板
磨

き
を
や
り
遂
げ
た
。

　
朝
食
後
は
、
縄
打
ち
・
真
ち
ゅ

う
磨
き
体
験
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
学
習
を
し
た

ほ
か
、
頭
を
悩
ま
せ
な
が
ら
難
易

度
の
高
い
ナ
ポ
レ
オ
ン
マ
ッ
ト
を

作
成
し
た
。
苦
労
し
て
編
み
上
げ

た
作
品
は
記
念
の
お
土
産
と
し
て

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち

は
満
ち
足
り
た
表
情
を
浮
か
べ
て

い
た
。

　
閉
講
式
で
は
認
定
書
と
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
、
無
事
に
一
泊
二
日

の
海
洋
教
室
を
終
了
し
た
。

　
海
洋
教
室
の
２
日
間
、
親
元
を

離
れ
た
子
ど
も
た
ち
で
あ
っ
た
が
、

仲
間
と
協
力
し
合
い
、
乗
り
越
え
、

一
回
り
も
二
回
り
も
た
く
ま
し
く

な
り
、
笑
顔
で
家
族
の
元
へ
帰
っ

て
い
っ
た
。

関東
地方支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

帆船帆船
「「日本丸日本丸」」の海洋教室の海洋教室

　
８
月
22
・
23
日
の
２
日
間
、
夏
休
み
の
終
わ
り
が
近
づ
く

中
、
横
浜
み
な
と
み
ら
い
に
係
留
さ
れ
て
い
る
国
の
重
要
文

化
財
、
帆
船
「
日
本
丸
」
に
お
い
て
全
日
本
海
員
組
合
主
催

の
帆
船
日
本
丸
海
洋
教
室
を
開
催
し
た
。
後
援
に
は
「
公
益

財
団
法
人
帆
船
日
本
丸
記
念
財
団
」
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

小
学
生
22
人
が
参
加
し
た
。

開講式・あいさつする髙宮成昭
関東地方支部長

講義中・左から安蔵巧在籍専従執行部員、
中山航志在専従籍執行部員

シーマンシップを学ぶシーマンシップを学ぶシーマンシップを学ぶ



2024年（令和６年）10月５日　　（4）第 3066 号 （第３種郵便物認可）

る
。
本
日
は
、
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
先
生
方
と
意
見
交
換
を
し
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
議
事
に
入
っ
た
。

　
報
告
事
項
で
は
、
政
治
活
動
委

員
会
事
務
局
次
長
で
あ
る
遠
藤
総

合
政
策
部
長
か
ら
▽
第
84
回
定
期

全
国
大
会
決
定
事
項
に
伴
う
政
策

・
行
政
的
対
応
を
要
す
る
諸
課
題

に
関
し
、
海
事
振
興
連
盟
な
ら
び

に
政
党
、
関
係
省
庁
へ
の
申
し
入

れ
に
つ
い
て
▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　
は
じ
め
に
、
松
本
北
海
道
地
方

支
部
長
が
「
本
日
は
道
内
の
組
合

政
治
参
与
全
員
が
参
集
の
下
、
当

会
議
を
開
催
で
き
る
こ
と
に
感
謝

申
し
上
げ
る
。
本
日
は
、
活
発
な

意
見
、
論
議
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
次
に
、
政
治
活
動
委
員
会
委
員

長
で
あ
る
松
浦
組
合
長
か
ら
「
日

頃
か
ら
私
ど
も
全
日
本
海
員
組
合

の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て

▽
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に

つ
い
て
▽
海
事
振
興
連
盟
を
通
じ

た
政
策
活
動
に
つ
い
て
▽
海
事
振

興
連
盟
酒
田
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
に
つ
い
て
▽
各
種
選
挙
の
結
果

に
つ
い
て
▽
政
治
参
与
と
の
連
携

に
つ
い
て
―
な
ど
を
報
告
し
た
。

　
続
い
て
、
北
海
道
地
方
支
部
管

内
の
政
治
活
動
と
し
て
、
池
上
幸

太
北
海
道
地
方
支
部
副
支
部
長
か

ら
▽
大
会
決
定
事
項
に
基
づ
く
申

し
入
れ
に
つ
い
て
▽
政
治
参
与
と

の
連
携
に
つ
い
て
―
な
ど
の
報
告

が
あ
り
、
報
告
事
項
に
対
す
る
質

疑
応
答
を
行
い
、
理
解
を
深
め

た
。

　
組
合
政
治
参
与
か
ら
は
▽
地
区

に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
▽
船
員

　
９
月
２
日
、
沖
縄
県
那
覇
市
に
お
い
て
、
全
日
本
海
員
組
合

九
州
政
治
参
与
会
が
開
催
さ
れ
た
。
会
議
は
、
柴
田
哲
也
沖
縄

支
部
長
の
司
会
で
進
め
ら
れ
、
各
組
合
政
治
参
与
か
ら
活
動
の

報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
船
員
を
取
り
巻
く
政
策
な
ど
に
つ
い
て

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　
８
月
28
日
、
北
海
道
札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル
札
幌
ガ
ー
デ
ン
パ

レ
ス
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
北
海
道
地
方
政
治
参
与
会
議
を

開
催
し
、
北
海
道
地
区
の
組
合
政
治
参
与
各
位
と
、
組
合
か
ら

は
松
浦
満
晴
組
合
長
、
立
川
博
行
中
央
執
行
委
員
、
遠
藤
飾
総

合
政
策
部
長
、
松
本
順
一
北
海
道
地
方
支
部
長
の
ほ
か
、
執
行

部
４
人
が
出
席
し
た
。

沖縄支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

船員政策に前進を船員政策に前進を

北海道
地方支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

意見交換で意見交換で
課題の理解深める課題の理解深める

　
政
治
参
与
会
開
催
に
あ
た
り
、

組
合
を
代
表
し
て
松
浦
満
晴
組
合

長
か
ら
「
日
頃
か
ら
先
生
方
の
ご

理
解
と
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
が
５
年
近
く
続
い
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
感
染
対
策
を
取
り
な
が
ら

本
組
合
は
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。
本
日
は
、
先
生
方
の
様
々
な

活
動
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
今

後
の
活
動
方
針
に
反
映
さ
せ
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
続
い
て
組
合
政
治
参
与
を
代
表

し
、
城
井
崇
衆
議
院
議
員
か
ら

「
こ
の
政
治
参
与
会
は
、
現
場
か

ら
い
た
だ
く
声
を
各
議
会
等
を
通

じ
、
変
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
、

変
え
た
実
績
を
分
か
ち
合
い
市
町

村
、
県
を
超
え
、
意
見
を
共
有
で

き
る
場
に
も
な
っ
て
い
る
。
今
後

も
力
を
合
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
有
意

義
な
会
と
し
た
い
」
と
、
あ
い
さ

つ
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
会
議
に
移
り
、
全
日
本
海
員
組

合
（
本
部
・
九
州
管
内
）
に
お
け

る
諸
活
動
を
報
告
し
た
後
、
組
合

政
治
参
与
各
位
の
活
動
に
つ
い
て

報
告
が
行
わ
れ
た
。

政
治
参
与
各
位
の
活
動
報
告

▼
城
井
崇
衆
議
院
議
員

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
飲
み
薬

の
船
舶
内
常
備
、
情
報
通
信
イ
ン

フ
ラ
整
備
、
船
員
の
確
保
・
育
成

に
つ
い
て
、
国
会
で
も
取
り
上
げ

さ
せ
て
い
た
だ
き
発
信
し
て
い

る
。
船
員
教
育
機
関
の
教
員
不
足

に
つ
い
て
も
ご
意
見
を
参
考
に
、

今
後
取
り
上
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
と

考
え
て
い
る
。
現
在
、
国
土
交
通

委
員
会
野
党
筆
頭
理
事
と
し
て
、

国
土
交
通
省
に
対
し
、
様
々
な
声

を
発
信
し
て
い
る
。
港
湾
運
送
事

業
法
に
関
す
る
こ
と
、
海
友
婦
人

会
の
陳
情
活
動
な
ど
皆
さ
ま
の
力

が
、
こ
の
よ
う
な
動
き
に
な
っ
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る

▼
奥
村
直
樹
北
九
州
市
議
会
議
員

　
昨
年
、
本
市
は
市
長
選
が
行
わ

れ
、
新
市
長
の
も
と
で
行
政
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
様
々
な
と
こ
ろ

に
厳
し
い
対
応
が
迫
ら
れ
て
い

る
。
フ
ェ
リ
ー
・
旅
客
船
の
安
定

的
な
運
航
の
た
め
に
今
後
も
活
動

を
進
め
た
い
。
船
員
税
制
に
つ
い

て
は
、
大
都
市
の
事
例
な
ど
が
あ

れ
ば
い
い
例
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
個
人
的
に
は
考
え
る

▼
福
崎
智
幸
大
分
県
議
会
議
員

　
定
例
議
会
に
お
い
て
、
フ
ェ
リ

ー
・
旅
客
船
の
支
援
・
維
持
・
活

性
化
に
つ
い
て
質
問
を
行
っ
た
。

船
員
税
制
に
つ
い
て
は
、
県
と
し

て
実
施
す
べ
き
と
要
望
を
挙
げ
、

県
か
ら
各
市
町
村
に
船
員
税
制
の

実
施
を
促
す
よ
う
意
見
を
行
っ

た
。
洋
上
投
票
制
度
の
周
知
も
求

め
て
い
き
た
い

▼
福
司
山
宣
介
鹿
児
島
県
議
会

議
員

　
鹿
児
島
県
は
離
島
も
多
く
、
生

活
物
資
は
船
舶
に
頼
る
も
の
が
大

半
で
あ
り
、
離
島
航
路
、
船
員
の

確
保
・
育
成
に
水
産
高
校
の
維
持

存
続
を
強
く
働
き
か
け
た
い
。
現

知
事
も
直
接
申
し
入
れ
を
受
け
ら

れ
、
予
算
確
保
を
本
年
も
維
持
し

て
い
る

▼
仲
村
未
央
沖
縄
県
議
会
議
員

　
過
去
、
沖
縄
水
産
高
校
と
工
業

高
校
を
統
合
す
る
計
画
が
出
た

時
、
中
止
ま
で
追
い
込
む
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
海
員
組
合
と
関
係

団
体
の
連
携
に
よ
る
力
だ
と
思
っ

て
い
る
。
現
在
、
離
島
航
路
船
員

確
保
・
育
成
支
援
事
業
に
注
視
し

て
お
り
、
事
業
の
継
続
を
求
め
て

い
き
た
い

▼
崎
山
嗣
幸
前
沖
縄
県
議
会
議
員

　
こ
れ
ま
で
海
員
組
合
と
連
携

し
、
沖
縄
水
産
高
校
の
存
続
や
、

定
員
拡
大
に
つ
い
て
活
動
を
行
っ

て
き
た
。
活
動
と
実
績
が
仲
村
参

与
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
感
じ
、

う
れ
し
く
思
っ
て
い
る
。
今
後
と

も
連
携
し
頑
張
っ
て
い
き
た
い

◇

　
そ
の
後
、
組
合
政
治
参
与
各
位

の
報
告
の
内
容
に
つ
い
て
、
意
見

交
換
を
行
っ
た
後
、
本
組
合
の
政

策
課
題
、
船
員
政
策
の
実
現
に
向

け
、
組
合
政
治
参
与
各
位
の
さ
ら

な
る
協
力
を
お
願
い
し
、
政
治
参

与
会
を
終
了
し
た
。

九州政治参与会九州政治参与会九州政治参与会

北海道地方政治参与会議北海道地方政治参与会議北海道地方政治参与会議

の
後
継
者
確
保
・
育
成
に
関
す
る

活
動
な
ど
に
つ
い
て
▽
海
の
日
の

固
定
化
に
関
す
る
活
動
に
つ
い
て

▽
カ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
規
制
に
つ
い
て

―
な
ど
の
報
告
が
な
さ
れ
、
質
疑

応
答
形
式
で
意
見
交
換
を
行
い
、

相
互
理
解
を
深
め
た
。

　
最
後
に
、
政
治
活
動
委
員
会
事

務
局
長
で
あ
る
立
川
中
央
執
行
委

員
か
ら
「
今
年
も
無
事
に
開
催
で

き
た
こ
と
に
感
謝
す
る
。
今
後
は

総
会
の
開
催
時
期
に
つ
い
て
、
な

る
べ
く
先
生
方
が
出
席
で
き
る
時

期
で
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
本
日
は
貴
重
な
ご
意
見
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
令
和
６
年
度
北

海
道
地
方
政
治
参
与
会
議
を
閉
会

し
た
。

松浦満晴組合長のあいさつ
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金
森
洋
輔
さ
ん
が
語
っ
た
。
金
森

さ
ん
は
海
員
組
合
執
行
部
Ｏ
Ｂ

で
、
尾
道
支
部
長
も
歴
任
さ
れ

た
。

　
今
回
の
「
第
44
回
備
後
海
員
Ｏ

Ｂ
会
総
会
」
に
は
、
尾
道
海
技
学

院
や
尾
道
市
議
会
か
ら
来
賓
者
が

出
席
し
、
Ｏ
Ｂ
会
を
激
励
し
た
。

総
会
は
議
事
次
第
に
も
と
づ
き
、

令
和
５
年
度
の
活
動
報
告
の
後
、

「
海
事
思
想
普
及
協
賛
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
参
加
し
よ
う
」「
健
康
の

原
点
は
足
で
あ
る
。
ふ
る
っ
て

『
歩
け
歩
け
』
に
参
加
し
健
康
第

一
に
努
め
、
会
員
の
趣
味
を
増
や

し
相
互
の
交
流
を
図
ろ
う
」「
会

員
の
勧
誘
を
図
り
、
仲
間
を
増
や

し
て
交
流
と
親
睦
の
強
化
に
努
め

よ
う
」
な
ど
を
掲
げ
た
令
和
６
年

度
の
活
動
方
針
を
採
択
し
た
。

　
総
会
の
最
後
に
、
今
後
の
活
動

に
つ
い
て
金
森
会
長
は
「
海
員
組

合
尾
道
支
部
と
は
、
こ
れ
ま
で
も

共
に
地
域
メ
ー
デ
ー
に
参
加
し
た

り
情
報
交
換
し
た
り
と
、
連
携
し

て
活
動
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

も
、
少
し
で
も
組
合
活
動
の
手
助

け
と
な
れ
た
ら
あ
り
が
た
い
。
自

分
も
含
め
て
か
な
り
高
齢
に
な
っ

て
き
た
が
、
し
っ
か
り
と
備
後
海

員
Ｏ
Ｂ
会
を
守
っ
て
い
く
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
も
会
員
全
員
が
健

康
第
一
で
元
気
に
活
動
し
て
い
き

た
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　
広
島
県
尾
道
市
近
辺
や
福
山
市

に
居
住
し
て
い
る
組
合
員
Ｏ
Ｂ
を

中
心
に
構
成
し
て
い
る
「
備
後
海

員
Ｏ
Ｂ
会
」
の
第
44
回
総
会
が
７

月
10
日
、
尾
道
支
部
の
会
議
室
を

利
用
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
備
後
海
員
Ｏ
Ｂ
会
の
歴
史
は
古

く
、
昭
和
56
年
７
月
に
発
足
し
、

今
年
で
44
年
を
迎
え
た
。
現
在
の

会
員
数
は
30
人
で
、
月
に
１
回
、

定
例
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　
Ｏ
Ｂ
会
総
会
で
は
「
み
ん
な
歳

を
重
ね
て
、
な
か
な
か
会
に
集
ま

る
の
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
。
今

の
参
加
者
は
10
人
く
ら
い
だ
け

ど
、
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
大

事
。
定
期
的
に
会
う
こ
と
で
元
気

や
刺
激
を
も
ら
え
る
」
と
会
長
の

備後海員ＯＢ会備後海員ＯＢ会備後海員ＯＢ会

備後を見つめて44年備後を見つめて44年
これからも組合活動の手助けこれからも組合活動の手助け

関東
地方支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事「海の日」表彰式典＆「海の日」表彰式典＆
横浜開港横浜開港

１６５周年みなと祭１６５周年みなと祭
「海
の
日
」表
彰
式
典

（横
浜
市
開
港
記
念
会
館
）

　
７
月
26
日
、
横
浜
市
開
港
記
念

会
館
に
お
い
て
、
関
東
運
輸
局
、

関
東
地
方
整
備
局
、
第
三
管
区
海

上
保
安
本
部
主
催
の
令
和
６
年
第

29
回
「
海
の
日
」
表
彰
式
典
が
行

わ
れ
た
。

　
式
典
に
お
い
て
は
、
54
人
と
１

団
体
が
表
彰
さ
れ
、
船
員
の
部
と

と
し
て
は
、
永
年
に
わ
た
る
勤
続

の
栄
誉
を
た
た
え
ら
れ
、
東
京
湾

フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
の
玉
野
大
志

さ
ん
が
受
賞
し
、
新
し
く
関
東
運

輸
局
長
に
就
任
し
た
藤
田
礼
子
関

東
運
輸
局
長
よ
り
表
彰
を
受
け

た
。

　
表
彰
状
並
び
に
感
謝
状
の
伝
達

・
授
与
の
後
、
新
保
康
裕
横
浜
市

港
湾
局
長
他
２
人
が
来
賓
祝
辞
を

述
べ
、
最
後
に
受
賞
者
代
表
か
ら

あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
式
典
は
終
了

し
た
。

横
浜
開
港
１
６
５
周
年

み
な
と
祭
（横
浜
港
大
さ
ん
橋
）

　
７
月
31
日
、
横
浜
港
大
さ
ん
橋

国
際
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
の
大
さ

ん
橋
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
横
浜
開

港
１
６
５
周
年
み
な
と
祭
優
良
海

事
関
係
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

　
船
員
関
係
者
と
し
て
、
東
海
汽

船
株
式
会
社
の
鈴
木
勇
人
さ
ん
、

株
式
会
社
新
日
本
海
洋
社
の
富
永

真
一
さ
ん
が
受
賞
し
、
山
中
竹
春

横
浜
市
長
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。

　
表
彰
式
の
冒
頭
、
山
中
市
長
よ

り
今
回
表
彰
の
対
象
と
な
っ
た
港

湾
エ
ン
ジ
ニ
ア
38
人
、
船
員
２
人

に
対
し
、
永
年
に
わ
た
る
横
浜
港

へ
の
貢
献
が
た
た
え
ら
れ
た
。
続

い
て
表
彰
状
の
授
与
が
行
わ
れ
、

港
湾
エ
ン
ジ
ニ
ア
・
船
員
の
各
代

表
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
、
船
員

を
代
表
し
て
鈴
木
勇
人
さ
ん
が
登

壇
し
た
。
最
後
に
写
真
撮
影
が
行

わ
れ
式
典
を
終
え
た
。

第44回総会・集合写真第44回総会・集合写真第44回総会・集合写真

尾道水道を航行する百風（備後商船）尾道水道を航行する百風（備後商船）尾道水道を航行する百風（備後商船）

尾道支部外観尾道支部外観尾道支部外観

「海の日」表彰式典「海の日」表彰式典「海の日」表彰式典

横浜開港165周年みなと祭横浜開港165周年みなと祭横浜開港165周年みなと祭

大さん橋ホール大さん橋ホール大さん橋ホール

横浜市開港記念会館横浜市開港記念会館横浜市開港記念会館

左から富永真一さん、鈴木勇人さん

玉野大志さん
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家族が見送り
安全操業と航海安全を祈る

　
９
月
15
日
、
当
地
区
所
属
船

の
第
81
桂
丸
（
伊
藤
漁
業
部
）・

新
世
丸
（
小
樽
機
船
漁
業
協
同

組
合
）・
第
85
日
東
丸
（
日
東
水

産
）・
第
57
三
光
丸
（
盛
本
漁
業

部
）
の
４
隻
が
小
樽
港
か
ら
出
漁

し
た
。
小
樽
地
区
は
６
月
中
旬
に

漁
を
切
り
揚
げ
、
約
３
カ
月
間
、

休
養
と
本
船
・
漁
具
の
整
備
を
行

い
、
出
漁
準
備
を
整
え
て
い
た
。

　
出
港
時
刻
が
近
づ
く
と
、
乗
組

員
の
家
族
や
会
社
関
係
者
が
岸
壁

前
に
集
ま
り
、
出
漁
に
向
け
て
乗

組
員
は
「
ケ
ガ
、
事
故
な
く
頑
張

り
た
い
」と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
船
が
出
港
し
岸
壁
を
離
れ
だ
す

と
、
家
族
・
子
ど
も
た
ち
は
、
声

を
精
一
杯
張
り
上
げ
「
頑
張
っ
て

ね
ー
」
と
元
気
に
エ
ー
ル
を
送
っ

た
。
大
漁
と
安
全
操
業
、
航
海
安

全
の
エ
ー
ル
を
送
ら
れ
た
各
船

は
、
大
漁
を
目
指
す
と
意
気
込

み
、
見
送
り
に
来
た
家
族
た
ち
に

向
け
「
お
見
送
り
あ
り
が
と
う
。

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
」
と
応
え

出
港
し
た
。

※
底
曳
網
漁
業
と
は

　
網
を
用
い
る
漁
法
（
網
漁
業
）

は
、定
置
網
漁
業
、刺
し
網
漁
業
、

地
引
網
漁
業
、
ま
き
網
漁
業
、
底

曳
網
漁
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
漁

業
が
存
在
す
る
が
、
ま
き
網
漁
業

と
底
曳
網
漁
業
は
、
本
船
が
漁
場

を
移
動
し
て
操
業
す
る
漁
法
。

　
一
般
的
に
は
、
ま
き
網
漁
業
は

ア
ジ
、
サ
バ
、
イ
ワ
シ
と
い
っ
た

浮う
き

魚う
お

を
、
底
曳
網
漁
業
は
タ
ラ
、

カ
レ
イ
、
エ
ビ
、
カ
ニ
と
い
っ
た

底そ
こ

魚う
お

を
主
対
象
と
し
て
い
る
。

　
底
曳
網
漁
業
は
漁
船
か
ら
伸
ば

し
た
曳
き
網
（
ワ
イ
ヤ
ー
な
ど
）

に
直
結
し
た
袋
状
の
漁
網
を
曳
航

し
、
ま
た
は
引
き
寄
せ
て
多
種
多

様
な
底
魚
類
を
漁
獲
す
る
漁
業
。

　
２
０
２
４
年
10
月
５
日中央

選
挙
委
員
会
　
議
長
　
　
齋
藤
　
　
洋

第
39
期
全
国
委
員
の
資
格
喪
失
告
示

　
一
、
次
の
者
は
、
規
約
第
47
条
Ａ
項
６
号
に
よ
り
全
国
委
員
資

格
を
喪
失
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　《
地
方
区
・
地
方
単
位
》

　
０
４
　
関
西

福
元
　
佑
一

　
０
５
　
中
四
国

村
上
　
大
基

　
０
６
　
九
州
関
門

田
中
　
　
涼

第
40
期
全
国
委
員
の
資
格
喪
失
告
示

　
一
、
次
の
者
は
、
規
約
第
47
条
Ａ
項
６
号
に
よ
り
全
国
委
員
資

格
を
喪
失
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　《
地
方
区
・
地
方
単
位
》

　
０
３
　
関
東

土
屋
　
直
人

　
０
４
　
関
西

福
元
　
佑
一

　
０
５
　
中
四
国

村
上
　
大
基

　
０
６
　
九
州
関
門

田
中
　
　
涼

　
ニ
、
次
の
者
は
、
規
約
第
47
条
Ａ
項
８
号
に
よ
り
、
全
国
委
員

資
格
を
喪
失
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　《
企
業
区
・
企
業
単
位
》

　
０
２
９
　
川
崎
汽
船

永
田
　
宏
智

　
０
３
１
　
関
東
地
区
外
航
Ｂ
グ
ル
ー
プ

西
川
　
信
之

　
０
３
２
　
関
東
地
区
外
航
Ｃ
グ
ル
ー
プ

三
ノ
輪
　
太
郎

　
０
３
６
　
関
東
地
区
内
航
Ｃ
グ
ル
ー
プ
　

柴
谷
　
裕
亮

　
０
３
７
　
関
東
地
区
内
航
Ｄ
グ
ル
ー
プ

渡
邊
　
一
也

　
０
４
２
　
商
船
三
井
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
グ
ル
ー
プ

杉
本
　
裕
志

　
０
９
６
　
高
松
地
区
汽
船
グ
ル
ー
プ

三
宅
　
正
洋

第
39
期
全
国
委
員
・
補
充
選
挙
の
告
示

　
規
約
第
45
条
お
よ
び
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
に
基
づ
き
、

第
39
期
全
国
委
員
補
充
選
挙
の
実
施
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告
示

す
る
。

　
一
、
補
充
選
挙
を
行
う
選
挙
単
位
と
補
充
定
員

　《
選
挙
単
位
コ
ー
ド
・
単
位
名
》

　
地
方
単
位
　
０
４
　
　
関
西

１
名

　
地
方
単
位
　
０
６
　
　
九
州
関
門

１
名

　
二
、
補
充
選
挙
の
実
施
日
程

　
立
候
補
届
出
期
間
　
　
　
２
０
２
４
年
10
月
５
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
４
年
10
月
14
日
ま
で

　
候
補
者
告
示
　
　
　
　
　
２
０
２
４
年
10
月
15
日

　
投
票
期
間
　
　
　
　
　
　
２
０
２
４
年
10
月
15
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
４
年
11
月
14
日
ま
で

　
当
選
人
告
示
　
　
　
　
　
２
０
２
４
年
11
月
15
日
（
予
定
）

　
三
、
補
充
選
挙
の
被
選
挙
人

　（
１
）
地
方
区

　
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ａ
項
に
よ
り
、
補
充
選
挙
告
示
日

に
当
該
地
方
単
位
の
支
部
機
関
に
配
属
さ
れ
て
お
り
、
選
挙
資
格

を
有
す
る
執
行
部
員
と
す
る
。

　
四
、
立
候
補
の
届
け
出

　
立
候
補
を
す
る
者
は
、
全
国
委
員
選
挙
規
則
付
表
の
一
に
定
め

る
様
式
に
基
づ
く
立
候
補
届
を
担
当
地
区
選
挙
委
員
会
へ
提
出
す

る
こ
と
。

　
五
、
補
充
選
挙
の
実
施
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

中
央
選
挙
委
員
会
事
務
局
（
総
務
部
）

第
40
期
全
国
委
員
・
補
充
選
挙
の
告
示

　
規
約
第
45
条
お
よ
び
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
に
基
づ
き
、

第
40
期
全
国
委
員
補
充
選
挙
の
実
施
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告
示

す
る
。

　
一
、
補
充
選
挙
を
行
う
選
挙
単
位
と
補
充
定
員

　《
選
挙
単
位
コ
ー
ド
・
単
位
名
》

　
地
方
単
位
　
０
３
　
　
関
東

１
名

　
地
方
単
位
　
０
４
　
　
関
西

１
名

　
地
方
単
位
　
０
６
　
　
九
州
関
門

１
名

　
企
業
単
位
　
０
２
９
　
川
崎
汽
船

１
名

　
企
業
単
位
　
０
３
１
　
関
東
地
区
外
航
Ｂ
グ
ル
ー
プ

１
名

　
企
業
単
位
　
０
３
２
　
関
東
地
区
外
航
Ｃ
グ
ル
ー
プ

１
名

　
企
業
単
位
　
０
３
６
　
関
東
地
区
内
航
Ｃ
グ
ル
ー
プ

１
名

　
企
業
単
位
　
０
３
７
　
関
東
地
区
内
航
Ｄ
グ
ル
ー
プ

１
名

　
企
業
単
位
　
０
４
２
　
商
船
三
井
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
グ
ル
ー
プ
１
名

　
二
、
補
充
選
挙
の
実
施
日
程

　
立
候
補
届
出
期
間
　
　
　
２
０
２
４
年
10
月
５
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
４
年
10
月
14
日
ま
で

　
候
補
者
告
示
　
　
　
　
　
２
０
２
４
年
10
月
15
日

　
投
票
期
間
　
　
　
　
　
　
２
０
２
４
年
10
月
15
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
４
年
11
月
14
日
ま
で

　
当
選
人
告
示
　
　
　
　
　
２
０
２
４
年
11
月
15
日
（
予
定
）

　
三
、
補
充
選
挙
の
被
選
挙
人

　（
１
）
地
方
区

　
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ａ
項
に
よ
り
、
補
充
選
挙
告
示
日

に
当
該
地
方
単
位
の
支
部
機
関
に
配
属
さ
れ
て
お
り
、
選
挙
資
格

を
有
す
る
執
行
部
員
と
す
る
。

　（
２
）
企
業
区

　
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ｂ
項
に
よ
り
、
補
充
選
挙
告
示
日

に
補
充
選
挙
を
行
う
企
業
単
位
に
所
属
す
る
完
全
資
格
組
合
員
と

す
る
。

　
四
、
立
候
補
の
届
け
出

　
立
候
補
を
す
る
者
は
、
全
国
委
員
選
挙
規
則
付
表
の
一
に
定
め

る
様
式
に
基
づ
く
立
候
補
届
を
担
当
地
区
選
挙
委
員
会
へ
提
出
す

る
こ
と
。

　
五
、
補
充
選
挙
の
実
施
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

中
央
選
挙
委
員
会
事
務
局
（
総
務
部
）

以
　
上

北海道
地方支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事小樽地区沖合底曳網漁船小樽地区沖合底曳網漁船小樽地区沖合底曳網漁船

小樽港より出漁小樽港より出漁
３カ月ぶりの操業始まる３カ月ぶりの操業始まる

小樽港小樽港小樽港
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皆
さ
ま
の
親
睦
を
深
め
る
ラ
ウ
ン

ド
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
、
参
加
者
全
員
で
記
念
撮

影
を
行
っ
た
後
、
ス
タ
ー
ト
し

た
。

　
参
加
者
全
員
が
ケ
ガ
も
な
く
、

無
事
に
コ
ー
ス
を
回
り
健
闘
し

た
結
果
、
優
勝
は
尾
崎
小
枝
さ

ん
（
北
海
道
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）

と
な
り
、
準
優
勝
は
湯
口
直
也
さ

ん（
北
海
道
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）、

３
位
に
本
間
公
二
さ
ん
（
小
樽
沖

底
第
85
日
東
丸
）
と
な
っ
た
。

　
表
彰
式
後
、
松
本
北
海
道
地
方

支
部
長
か
ら
「
次
年
度
も
海
の
日

の
イ
ベ
ン
ト
へ
、
多
く
の
参
加
者

を
お
待
ち
し
て
い
る
。
本
日
は
大

変
お
疲
れ
様
で
し
た
」
と
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
参
加
者
は
互
い
に
健

闘
を
た
た
え
合
い
親
睦
を
深
め
、

北
海
道
地
方
支
部

　
８
月
２
日
、
北
海
道
地
方
支
部

主
催
「
令
和
６
年
度
海
の
日
親
善

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
が
苫
小
牧
市
の

樽
前
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催

さ
れ
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨

だ
っ
た
が
、
プ
レ
ー
開
始
後
に
雨

は
徐
々
に
や
ん
で
い
っ
た
。
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
に
は
現
場
組
合
員
を
は

じ
め
、
海
事
関
係
者
な
ど
を
含
む

16
人
が
参
加
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
主
催
者
を
代
表

し
て
松
本
順
一
北
海
道
地
方
支
部

長
が
「
海
の
日
に
ち
な
み
、
日
ご

ろ
職
場
と
す
る
海
の
恩
恵
に
感
謝

す
る
と
の
趣
旨
で
開
催
さ
れ
て
い

る
。
本
日
は
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

の
悪
い
中
の
プ
レ
ー
と
な
る
こ
と

か
ら
、
ケ
ガ
に
は
十
分
注
意
し
、

令
和
６
年
度
海
の
日
親
善
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
は
幕
を
閉
じ
た
。

道
南
支
部

　
９
月
27
日
、「
秋
季
海
員
健
康

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
を
函
館
市
近
郊

の
大
沼
レ
イ
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で

開
催
し
、
組
合
員
な
ど
総
勢
12
人

が
参
加
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
松
本
順
一
北
海

道
地
方
支
部
長
兼
道
南
支
部
長
か

ら
主
催
者
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
続

い
て
福
島
隆
吏
在
籍
専
従
執
行
部

員
か
ら
ル
ー
ル
説
明
が
行
わ
れ

た
。

　
始
球
式
で
は
金
色
の
ボ
ー
ル
が

打
ち
上
げ
ら
れ
、
４
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
た
参
加
者
は
、
和
気
あ
い

あ
い
と
プ
レ
ー
し
な
が
ら
交
流
を

深
め
た
。

　
健
闘
の
結
果
は
、
布
澤
達
夫
さ

ん
（
昭
和
日
タ
ン
マ
リ
タ
イ
ム
Ｏ

Ｂ
）
が
優
勝
し
、
第
２
位
は
福
島

隆
吏
在
籍
専
従
執
行
部
員
、
第
３

位
は
宮
本
仁
志
さ
ん
（
青
函
フ
ェ

リ
ー
陸
上
職
員
）
と
な
っ
た
。

　
閉
会
式
で
は
、結
果
発
表
の
後
、

優
勝
者
か
ら
ス
ピ
ー
チ
を
い
た
だ

き
、
最
後
は
拍
手
で
お
互
い
の
健

闘
を
た
た
え
合
い
な
が
ら
来
年
度

の
再
戦
を
約
束
し
、
笑
顔
の
中
で

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
終
了
し
た
。

海の日親善ゴルフコンペ海の日親善ゴルフコンペ海の日親善ゴルフコンペ

関東
地方支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事
横浜港・大黒ふ頭で横浜港・大黒ふ頭で

ソフトボール大会ソフトボール大会
熱戦を繰り広げる熱戦を繰り広げる

道南支部のコンペで優勝した布澤達夫さん（左）と
松本順一北海道地方支部長兼道南支部長

北海道地方支部のコンペで優勝した尾崎小枝さん

始球式始球式始球式

道南支部・集合写真道南支部・集合写真道南支部・集合写真 北海道地方支部・集合写真北海道地方支部・集合写真北海道地方支部・集合写真

　
７
月
20
日
、
横
浜
港
に
面
す
る

大
黒
ふ
頭
の
中
央
公
園
で
、
晴
天

の
中
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。
ゲ
ー
ム
に
は
船
員
と

港
湾
に
関
係
す
る
団
体
な
ど
６
チ

ー
ム
が
参
加
し
た
。
は
じ
め
に
海

員
組
合
の
髙
宮
成
昭
関
東
地
方

支
部
長
が
始
球
式
に
臨
み
、
ゲ
ー

ム
開
始
。
６
チ
ー
ム
に
よ
る
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
各
試
合
と
も

白
熱
し
た
試
合
と
な
っ
た
。
決
勝

戦
は
ダ
イ
ト
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
と
横
浜
市
港
湾
局
の
対
決
と
な

り
、
双
方
が
暑
さ
に
負
け
な
い
奮

闘
・
健
闘
を
繰
り
広
げ
た
結
果
、

横
浜
市
港
湾
局
が
勝
利
し
た
。

　
炎
天
下
で
の
大
会
と
な
っ
た

が
、
病
人
、
ケ
ガ
人
を
出
す
こ
と

な
く
、
参
加
者
に
と
っ
て
良
い
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
の
機
会
と
な
り
、
最

後
は
参
加
者
全
員
が
お
互
い
の
健

闘
を
た
た
え
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
を
終
了
し
た
。

北海道地方支部＆
道南支部＝発信

全国発信記事全国発信記事

優勝の横浜市港湾局チーム優勝の横浜市港湾局チーム優勝の横浜市港湾局チーム

試合風景試合風景試合風景

組合員と海事関係者の親睦を深める組合員と海事関係者の親睦を深める
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９
月
７
日
〜
８
日
の
２
日
間
、

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
（
連

合
）
主
催
の
「
２
０
２
４
平
和
行

動
in
根
室
」
が
開
催
さ
れ
、
初
日

は
「
北
方
四
島
学
習
会
」
で
、
北

方
領
土
返
還
要
求
運
動
を
進
め
る

た
め
の
経
緯
や
現
状
、
課
題
と
展

望
に
つ
い
て
学
び
、
北
方
領
土
問

題
に
対
す
る
理
解
を
深
め
た
。

　
２
日
目
は
「
２
０
２
４
平
和
ノ

サ
ッ
プ
集
会
」
が
納
沙
布
岬
の
望

大
き
な
勇
気
と
力
を
与
え
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
根
室
市

民
、
こ
こ
に
返
還
要
求
運
動
の
原

点
の
地
の
責
務
と
し
て
語
り
続
け

る
こ
と
、
訴
え
続
け
る
こ
と
を
通

じ
、
返
還
要
求
運
動
に
ま
い
進
す

る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
元
島
民
の
訴
え
と
し
て
鈴
木
咲

子
さ
ん
（
択
捉
島
出
身
）
は
「
海

の
向
こ
う
に
見
え
る
近
く
て
遠
い

故
郷
が
一
日
も
早
く
返
還
さ
れ
る

よ
う
運
動
を
継
続
し
て
き
た
が
、

返
還
は
実
現
さ
れ
ず
、
さ
ら
に
墓

参
の
道
も
閉
ざ
さ
れ
、
途
方
に
暮

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
故
郷
に
戻

る
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
同
胞
た

ち
の
墓
前
に
良
い
知
ら
せ
を
報
告

す
る
ま
で
、
返
還
要
求
運
動
の
灯

を
消
す
こ
と
な
く
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
」
と
語
っ
た
。

　
そ
し
て
「
２
０
２
５
平
和
行

動
in
沖
縄
」
に
向
け
て
連
合
平
和

行
動
旗
・
ピ
ー
ス
フ
ラ
ッ
グ
が
、

須
間
等
連
合
北
海
道
会
長
か
ら
知

花
優
連
合
沖
縄
事
務
局
長
へ
と
引

き
継
が
れ
、
最
後
に
北
方
領
土
早

期
一
括
返
還
、
日
ロ
平
和
条
約
締

結
に
よ
る
真
の
平
和
の
実
現
に
向

け
、
政
府
を
後
押
し
す
る
こ
と
を

誓
っ
た
集
会
ア
ピ
ー
ル
案
を
採
択

し
、
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
終
了
し

た
。

郷
の
岬
公
園
で
開
催
さ
れ
、
全
国

か
ら
７
２
８
人
が
参
加
し
た
。
集

会
で
は
清
水
秀
行
連
合
事
務
局
長

が
、
ロ
シ
ア
側
が
平
和
条
約
締
結

交
渉
の
中
断
、
北
方
四
島
ビ
ザ
な

し
交
流
や
共
同
経
済
活
動
に
関
す

る
協
議
な
ど
も
協
定
破
棄
や
中
断

を
表
明
し
た
こ
と
な
ど
に
触
れ

「
北
方
四
島
の
一
括
返
還
、
日
ロ

平
和
条
約
締
結
に
向
け
た
粘
り
強

い
取
り
組
み
を
通
じ
て
北
方
領
土

問
題
を
解
決
し
、
真
の
意
味
で
の

戦
後
を
迎
え
る
必
要
が
あ
る
」
と

訴
え
た
。

　
ま
た
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
「
洋

上
慰
霊
に
参
加
し
、
元
島
民
の
切

実
な
思
い
を
受
け
止
め
た
。
一
日

も
早
い
返
還
に
向
け
て
、
全
国
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
世
論
喚
起

を
は
か
っ
て
い
く
上
で
、
連
合
の

力
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

引
き
続
き
の
お
力
添
え
を
お
願
い

し
た
い
」
と
、
鈴
木
直
道
北
海
道

知
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
代
読
さ
れ

た
。

　
続
い
て
、
石
垣
雅
敏
根
室
市
長

よ
り
「
連
合
の
皆
さ
ま
に
は
毎
年

根
室
市
に
お
越
し
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
返
還
要
求
運
動
に
お
い
て

大
切
な
役
割
を
果
た
さ
れ
て
き
た

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
元
島
民

を
は
じ
め
と
す
る
根
室
の
市
民
に

北海道
地方支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

連合連合２０２４２０２４
平和行動in根室平和行動in根室

北陸支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事三国船員殉職追悼法要三国船員殉職追悼法要三国船員殉職追悼法要

御霊に哀悼の誠を御霊に哀悼の誠を
捧げる捧げる

海
難
事
故
撲
滅
を
祈
願

　
９
月
28
日
、
福
井
県
坂
井
市
、

三
国
町
・
三
国
港
に
あ
る
船
員
慰

霊
碑
前
に
お
い
て
、
殉
職
し
た
三

国
底
曳
網
乗
組
員
の
殉
職
追
悼
法

要
を
執
り
行
っ
た
。

　
追
悼
法
要
は
、
毎
年
、
秋
彼
岸

の
第
４
土
曜
日
に
開
催
し
て
い

て
、
や
っ
と
暑
さ
も
緩
み
、
時
折

強
風
が
吹
き
つ
つ
も
、
秋
風
が
心

地
よ
い
中
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

　
昨
年
同
様
に
遺
族
の
方
々
へ
、

参
列
の
呼
び
掛
け
を
行
っ
た
が
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
や
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
実
情
に
あ
り
、
年
々
遺

族
方
の
参
列
者
が
少
な
く
な
り
、

今
年
は
遺
族
一
人
の
ほ
か
三
国
船

員
会
役
員
と
北
陸
支
部
の
み
の
参

列
と
な
っ
た
。

　
底
曳
網
船
で
尊
い
命
を
亡
く
し

た
船
員
の
御
霊
に
、
地
元
「
永
正

寺
」
住
職
に
よ
る
お
経
が
唱
え
ら

れ
、
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
た
。
尊
い

犠
牲
を
教
訓
に
今
後
再
び
こ
の
よ

う
な
悲
し
み
を
繰
り
返
す
こ
と
の

な
い
よ
う
、
航
海
の
安
全
、
海
難

事
故
撲
滅
に
な
お
一
層
の
努
力
を

傾
注
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
、
焼

香
・
祈
願
し
た
。

船
員
殉
職
之
碑

　
碑
は
昭
和
48
年
６
月
に
建
立
さ

れ
た
も
の
で
、
向
か
っ
て
右
に
あ

る
碑
文
石
に
は
、「
昭
和
三
十
五

年
三
国
港
船
員
組
合
創
立
以
来

十
三
年
を
迎
へ
ま
し
た
　
過
去
の

年
月
に
尊
い
船
員
の
生
命
を
失
う

と
い
う
大
き
な
犠
牲
を
払
い
ま
し

た
　
我
々
組
合
員
は
こ
れ
ら
の
多

く
の
船
員
の
労
苦
を
偲
び
今
こ

こ
に
そ
の
霊
を
慰
め
る
為
に
船
員

殉
職
之
碑
を
建
立
い
た
し
ま
し
た
　

見
渡
す
限
り
の
大
海
原
変
わ
る
こ

と
の
な
い
こ
の
大
自
然
を
前
に
し

て
こ
の
碑
が
永
遠
の
平
和
の
光
と

な
り
ま
す
よ
う
深
い
祈
り
を
捧
げ

ま
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

東尋坊東尋坊東尋坊

九頭竜川と三国町九頭竜川と三国町九頭竜川と三国町
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